
看護学概論 

責任者・コーディネーター  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

担当講座・学科 (分野 ) 共通基盤看護学講座、成育看護学講座、看護学部 

対 象 学 年  1  

区分・時間数 講義 22.5 時間  期 間 前期  

単 位 数 2 単位  

・学習方針（講義概要等） 

本科目は、看護学の導入部であり、かつ各看護専門領域への橋渡しの役割を持っている。具体的に

は、看護の歴史的変遷、看護の対象、健康と看護、看護活動の場・内容・方法そして看護職の役割、

多職種の存在と連携の重要性等を学び、看護の特徴を理解する。それにより看護を概観でき、今後の

学修のイメージをもつことができる。 

・教育成果（アウトカム） 

看護の対象は社会の中で生活を営んでいる人々であり、その人々の健康に関わっていくのが看護職で

ある。どのように人々の健康を守っているのか、看護の歴史的変遷を踏まえ、看護の独自性という視

点から、捉えることができるようになる。その上で、保健医療を担うチームの一員として社会的ニー

ズにどう応えていくべきか、自分なりに考えることができるようになる。 

 

【学位授与方針と当該授業科目との関連】 

ディプロマ・ポリシー：1，2，3 

・到達目標（SBO） 

1. 健康・不健康の連続性を踏まえて、健康を総合的に捉え説明できる。 

2. チーム医療、保健医療福祉チームの機能と専門性、チーム医療の中での看護の役割について説明 

できる。 

3. チーム医療の中での、相互の尊重・連携・協働について説明できる。 

4. 人間のライフサイクルと発達について説明できる。 

5. 看護の視点から人間について総合的に捉え説明ができる。 

6. 社会と健康、文化と健康の関連を踏まえて、健康を総合的に捉え説明できる。 

7. 主要な看護理論について説明できる。 

8. 看護を展開する際に、理論や概念を活用する意義と方法について説明できる。 

9. 看護とは何か、歴史的変遷や看護の特徴を学ぶ中で自分なりに表現できる。 

10. 基本的人権の尊重、患者の権利および権利擁護について説明できる。 

11. 患者の権利、プライバシーや情報の保護に配慮した看護の在り方を説明できる。 



・授業日程 
（矢）東 2-A 講義室 

【講義】 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 授業内容/到達目標 

4/11 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

授業への導入‐看護学の組みたてか

ら看護を捉えよう 
 

・看護学部での学びのプロセスとそ

の中の看護学概論の位置づけを述べ

ることができる。 

4/18 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護の歴史的変遷① 
 

・看護の歴史の中で特にも F.ナイチン 

ゲールの業績をあげることができる。  

4/25 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護の歴史的変遷② 
 

・日本の看護がどのように発展してき 

たのかポイントをあげることができる。  

5/2 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

健康とは何か、看護の視点から捉え

よう 
 

・健康の持つ意味、健康のレベルに

あわせての看護のあり方について述

べることができる。 

5/9 火  3  成育看護学講座 髙橋 亮 教授 

看護の対象の理解･･･小児期 
 

・ライフサイクルの中の小児期の特徴を 

あげ、小児看護を概観することができる。  

5/16 火  3  成育看護学講座 蛎﨑 奈津子 教授 

看護の対象の理解･･･母性 
 

・女性のライフサイクルの特徴（特

に母子の視点から）をあげ、母性看

護を概観することができる。 

5/23 火  3  共通基盤看護学講座 秋山 智弥 特任教授 

看護の対象の理解･･･成人期 

 

・ライフサイクルの中の成人期の特徴を 

あげ、成人看護を概観することができる。  

5/30 火  3  看護学部 相馬 一二三 非常勤講師  

看護の対象の理解･･･老年期 
 

・ライフサイクルの中の老年期の特徴を 

あげ、老年看護を概観することができる。  



6/6 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護の対象の理解･･･家族・集団 
 

・看護の対象としての家族・集団の

特徴をあげ、家族･集団への看護の必

要性を述べることができる。 

6/13 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護の機能と役割① 

（法の位置づけと専門性） 
 

・看護活動の場に応じたそれぞれの

活動の違いを述べることができる。 

6/20 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護の機能と役割② 

（他職種との連携、保健医療福祉チー

ムの中の看護） 
 

・保健医療福祉チームにおける看護の 

役割を述べることができる。 

6/27 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護実践を支える理論③ 

（ナイチンゲール） 
 

・患者の生命力の消耗を最小にする

ように整えることについて述べるこ

とができる。 

7/4 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護実践を支える理論④ 

（ヘンダーソン） 
 

・ヘンダーソンによる看護活動の基

本の 14 の構成要素について、その

意味を述べることができる。 

7/11 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護実践を支える理論⑤ 

（ペプロウ） 
 

・患者‐看護師関係の発展段階およ

びそれを発展させる効果的コミュニ

ケーションについてポイントをあげ

ることができる。 

7/18 火  3  共通基盤看護学講座 三浦 まゆみ 教授 

看護職に対する社会の期待と責任 
 

・倫理の意義・患者の権利について

述べることができる。 

・社会が看護に何を期待し、どのよ

うに応えていくべきか、現時点での

自分の考えを述べることができる。 

 



・教科書・参考書等 

教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教 看護学概論 第 3 版 佐藤登美編集 メヂカルフレンド社  2013 

参 
看護覚え書-看護であること

看護でないこと 
フローレンス･ナイチンゲール 現代社 2011 

参 看護の基本となるもの ヴァージニア･ヘンダーソン 日本看護協会出版会  1995 

・成績評価方法 

定期試験 80％と課題レポート 20％の合計 100％にて評価する。  

・特記事項・その他 

【事前学修内容及び事前学修時間】 

次回の授業内容及び到達目標を確認し、教科書の該当する部分を事前に読んで授業に臨むこと。授業

後には、再び教科書の授業に該当する部分を読み、ポイントをまとめるなど、事後学修で整理するこ

と。各授業に対する事前学修時間は最低 30 分を要する。 

また、教科書以外の図書にも自己啓発や、看護に役立つ本が多くあり、専門分野以外の本も読んでほ

しい。 

 

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】 

提出されたレポートは、評価後適宜コメントを付し、返却する。 

 

【保健師助産師看護師学校養成所指定規則教育内容】 

看護師（別表 3）：専門分野Ⅰ 基礎看護学  

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  プロジェクター（VPL-FHZ55） 1  講義用スライド投影  

講義  書画カメラ（P-100） 1  講義用資料投影  

 


